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領域モ デル HERHAM に お け る 夏季北極海 上 の 低気圧 の 再現性 に つ い て

　　　　　　　　
“
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1 ．は ごめ に

　北極海上 の 大気循環 を数健モ デル で 再現 しよ う

と す る 場 合、上 寰 の 観測データ が 隈 ら れ る た め、多

くの 場合 過度 に モ デ ル に依存す る 謙算結果 と な る。

また 、 海氷や海面 水 濃 の 扱 い が粗い と、対流圏下屡

で も乱流熱 フ ラ ッ ク ス 等 に誤鏤 が現れ 、 実測値と大

きく異な る こ とも報管 され て い る（lnoue　et　al．　201t
SOta ） u 海氷域後退 に伴 い 北極海航路 の 瀏 秘 こ期

待が高ま っ て い る もの の 、航路上 の 天 気予報を高時

間 ・空間分解熊で行う領域モ デル の 整備は 乎分に 進

ん で い な い ため、早急に検証作業 を行 い 、改良点 を

議げ て お く必 要が あ る 。 と りわ け、北極低気圧 に関

して は、高波 ・着氷 ・海氷 の 移流な ど船舶の 運航に

大きな影響を蓐え る現象で あ る ため、実灘値 との 詳

細な比 較 が 必要不可欠 で あ る。

　本研究 で は 、日 本 と ドイ ツ （AWD の 共 同研究 の

一
環 と し て、船舶 （み らい 及び Polarst8rn） の ラ ジ

オ ゾン デ観taiiで捕え られ た 3 っ の 低気圧 の 事例 に

つ い て 、AWI が 瀾発 し て い る 大気領域 モ デル

HIRHAM の 計算結果 を 検証 した。　　　　　　　 e

2 ．観測事例

　船上 で ラジオゾ ンデ観測 を実施 して い た以下の 3
箏例 に 藩 目する 、

kq ： 2009 　 to月 10 貝　み らい 北極海航海）

チ ャ ク チ 海上で 短時間に発 達衰退 した ポー
ラ
ー

ロ

ウ（図 1a ：lnoue　e重al，2010GR し｝。 ラジオゾ ン デ観測

頻度 ： 概ね3時問毎。

b ： 20to　gA 　24　M　 み らい 北極海航
’

）

海氷縁で発生 し た低気圧 （図1b ：lnoue　and 　Hori．

2011GRL ）。ラ ジオゾ ン デ観測頻度 ：3時間簿。

魚 ： 201119 月 10 日　 Poiarstern号 北　海航海 ）

4 ．比 較結果

　 図 2 に 2011年 の 低気澤 が最 も発達 した時聞帯 の

気瀲 と風速の 鉛置 プ ロ フ ァ イ ル を示す。HIRHAM の

気温鉛直プ ロ フ ァ イ ル は、観測懐や ERA −lnterimと

良く
．
致 する結果で （國2a）、海氷の 有無に 攤わ ら

ず 対 流圏 下 魍 の 温 度 場 は 再 現 性が高 か っ た。風 速 の

鉛直プ U フ ァ イ ル で は 、
一

部再現 の 悪 い 高度も見 ら

れ た が
、 各事例 の 風速 の 鉛鹿分布 は概ね再現され て

い た。特 に、20tf年 の 低気蕉 接近晧 の 下層付近 の 風

速極大は 、HIRHAM で も明瞭に 見られ （覈2b＞、海

氷上 の 物理 過程に大きな問題 は 見 られ ない と考え

られ る。本講演 で は、低気圧 発達時 の 運動 エ ネ ル ギ

ー
の 時闘変 化な どの 議論 も行 う予定 で ある。
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海氷一ヒへ 移動 し て きた低気圧   1c）。

デ観 測頻度 ： tfi　2ma
。

ラジ オ ゾ ン

3 ．モ デル 概賂

　本研究で は、AWI で 開発 され て い る大気領域モ デ

ル HIRHAM の 6時閥毎の 出カデータ を利用 した 。 北

緯55度以北 の 北極 圏全体 をカバ ー
するモ デ ル領城

で、水 平分解能約 20km 、鉛癒 15層、側面境界 は

ERA ・lnterimを与えて い る 。 側面境界値には上詑3事
例 の 観測 デー

タ は 問化 され て い るもの の 、計算領域

内で は モ デル の 物理過程 に強く依存 した 計算結果

とな る。し た が っ て 、観測値やERA −1nterimと比

較す る こ とで 、モ デル の 再現性 が 評価で きる。
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図 1 ： 各 寮 例 の 低 気圧 が

最 も 発達 した 田の 海 氷 密

d妾度 （陰影）　と海 面気圧≡

（等値線）。太線は現 象 を

観測 した 日の 航 路 を示 し

て い る。 （a ）2009 年 、（b）
2010 年、　（c ）　2011 年 g
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飄 2：20五1年 の 低 気蕉 が 最 も発 蓮 した 日時の 観測 （実

線）、ERA ・1皿 terim （点線）、　 HIRHAM （破 線 ） の 気

温 （a） と風速 （b） の 鉛蕊プ m フ ァ イル 。
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